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東京歯科大学の方針 

 

1. 内部質保証の方針及び手続 

 本学は「歯科医師たる前に人間たれ」との建学の精神に基づき、学則第１条に、「東京歯

科大学は、歯学に関する専門の学術を教授研究するとともに、豊かな教養と高い人格を備

えた人材を養成し、もって人類の福祉に貢献する」との目的を定め、変化する時代に対応

できる国民の求める人間性豊かな歯科医療人を養成するために、以下のミッションステー

トメントを定めている。 

① ライフ･サイエンスに基づいた「歯科医学」と先進技術に基づいた「歯科医療」の展開 

② 医療の心である「ケアの精神」に基づいた歯科医療の実践のための人間性教育 

③ 保健医療につながる他領域との組織的連携と実践のための能力養成 

④ 地域・国及びグローバルな規模での保健医療にコミットメントする人材の育成 

 

 この建学の精神と目的を達成するために、大学の諸活動について点検・評価と必要な改

善を継続的に実施し、その結果を広く公表することで、教育の質を保証し、社会に対する

説明責任を果たしていく必要がある。  

 このため、本学の内部質保証に関する方針を以下のように定める。 

 

① 内部質保証は、当該業務を担当する組織・部署が自発的かつ適切に PDCA サイクルを

機能させ、自らの権限と責任で不断の改革・改善を行うことを原則とする。  

② 大学全体の内部質保証システムは「東京歯科大学自己点検・評価委員会」が統括し、

本委員会の指示のもとに学務協議会が日常の個別事項の具体的内容と各組織・部署に
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おける PDCA サイクルの実施とその結果に対する評価を管理することによって、大学

全体の PDCA サイクルを機能させる。  

③ 毎年度、自己点検・評価を実施し、評価結果を定期的に本学ホームページ等に公開す

ることにより、広く社会に対しても本学の現状を明らかにし、教育の質を保証すると

ともに説明責任を果たす。  

④ 認証評価機関やステークホルダー等からの第三者評価を継続的に受け、適切な対応を

実施する。  

⑤ 内部質保証システムの適切性について継続的に点検し、必要な改善を実施する。 

 

 

  



 3 

2. 学位授与の方針、教育課程の編成・実施方針 

1) 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）  

 本学の教育課程を通じて、歯科医師としての基本的な知識、技能、態度を修得するとと

もに、生涯研修・研究を行う態度、問題発見・解決能力を身につけていることを認めて卒

業認定を行うことから、本学の学位授与の方針を以下のように定める。 

① 医療人としての高い倫理観や人間性・協調性を身につけ、多様性の中で常に向上しよ

うと努力する人。 

② 医学・歯科医学を統合的に理解して全人的な歯科医療を提供するために必要な基本的

知識と技能を修得している人。 

③ 積極的な自主学修態度と論理的思考および問題発見・解決のための基本的な能力を身

につけている人。 

 

 卒業時のコンピテンシー 

① アイデンティティー 

「歯科医師たる前に人間たれ」という建学の精神を身につけている。 

② プロフェッショナリズム 

歯科医師としての社会的使命を自覚しつつ、法と医療倫理を遵守し、医療安全に配慮

しながら誠実に患者中心の医療を提供する。 

③ 社会的貢献 

地域社会における保健、医療、福祉、行政等の活動を通じて、国民の健康回復、維持、

向上と疾病の予防に貢献する。 

④ コミュニケーション 
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患者、家族、医療関係者やその他の人々の心理・社会的背景を踏まえながら、適切な

コミュニケーションを介して良好な人間関係を構築するとともに、必要な情報を収集

し、提供する。 

⑤ チーム医療 

医療従事者をはじめ、患者や家族に関わるすべての人々の役割を理解し、連携を図る。 

⑥ 自己研鑚 

常に医療の質の向上を目指し、他の医療従事者とともに研鑽しながら、後進の育成に

も携わり、生涯にわたって自律的に学び続ける。 

⑦ 医学知識と問題対応能力 

最新の医学および医療に関する知識を獲得し、科学的根拠に経験を加味して問題解決

を図る。 

⑧ 専門的実践能力 

医療人としての適切な態度のもと、統合された知識と基本的技能を身につけ、患者の

ライフステージおよび全身状態と患者や家族の心理・社会的な背景を踏まえて、科学

的根拠に基づいた医療を実践する。 

(1) 適切な診察と検査によって歯科疾患を診断し、診療計画を立案する。 

(2) 歯科疾患を予防するための口腔衛生指導を実践する。 

(3) 歯の硬組織疾患、歯髄疾患、歯周病、口腔外科疾患、歯質と歯の欠損、口腔機能の

発達不全および口腔機能の低下など、一般的な歯科疾患に対応するための基本的な

治療と管理を実践する。 

(4) 歯科診療を安全に行うために、必要に応じて主治の医師等と情報を共有しながら

患者の全身状態を評価する。 
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(5) 歯科診療を安全に行うために、医療事故予防のための対策を実践する。 
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2) 教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 

 本学の建学の精神である「歯科医師たる前に人間たれ」を基本とし、歯科医師としての

知識・技能だけでなく、高い倫理観や人間性・協調性を醸成すると同時に、他領域との連

携やグローバルな規模で活躍できる人材の育成を目的として、問題基盤型学修やグループ

討論を通じて積極性・能動性・協調性を伸ばすために、本学の教育課程の編成・実施方針

を以下のように定める。 

 

 教育内容 

① 医療人としての高い倫理観や人間性・協調性を醸成するために、ダイアゴナル・カリ

キュラムに基づく 6 年一貫コミュニケーション教育を推進する。 

② 歯科医学専門科目を十分に理解するために、必要な基礎知識の修得を目的として個々

の習熟度に応じた教養教育のカリキュラムや IT リテラシー教育を実施する。 

③ 医学・歯科医学を統合的に理解して全人的な医療を提供するために、IT を活用した豊

富な教育資源を活用した医学系科目を含む多元的かつ重層的な専門科目のカリキュラ

ムを実施する。 

④ 国際人としての素養を身につけるために、姉妹校における海外研修を推進する。 

⑤ 研究マインドを備えた歯科医療人となるために、卒業論文研究を推進する。 

 

 教育方法 

① 主体的な学びの力を高めるために、アクティブラーニング（能動的学修 ： グループ・

ワーク、ディベート、体験学修、調査学修、等）を取り入れた教育方法を教養教育、 

IT リテラシー教育、専門科目、海外研修、卒業論文研究で実施する。 
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② 積極的な自主学修態度と論理的思考および問題発見・解決能力を修得するために、問

題基盤型学修カリキュラムを主に専門科目で実施する。 

③ 質の高い歯科医療を提供するために、充実した臨床基礎実習と特色ある本学の 3 病院

における診療参加型臨床実習を実施する。 

④ 積極的な自主学修の習慣を形成するために、充実した環境を整備する。 

 

 評価 

① 学修成果を総合的かつ客観的に評価するために、歯科医療の実践に必要な知識につい

ては、各学年終了時に 6 年間一貫した総合学力試験を軸とする総括的評価を行う。 

② 歯科医師として必要な技能については、臨床基礎実習での技能評価と診療参加型臨床

実習での技能評価をもって総括的評価を行う。 

③ 歯科医師として必要な態度については、第 1～4 学年のコミュニケーション学での観

察記録を軸とする態度評価と診療参加型臨床実習での態度評価をもって総括的評価を 

行う。 
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3) 学修成果の評価の方針（アセスメント・ポリシー） 

 本学は、学生が修得した知識、技能並びに態度を多面的に評価するとともに、ディプロ

マ、カリキュラム、アドミッションの 3 つのポリシーに基づき、機関レベル・教育課程レ

ベル・科目レベルの３段階で、効果的な教育方法等によって実行されているかを検証する

ために、本学の学修成果の評価の方針を以下のように定める。 

 

 本学は、歯科医師として必要な知識・技能・態度を修得し、学位を取得するに値する人

材を育成するためのカリキュラムを構成している。教養科目、基礎専門科目、臨床専門科

目におけるカリキュラムでは、以下の指針に則って学年ごとに、あるいは科目ごとに、認

知領域、精神運動領域並びに情意領域を多面的に評価する。進級状況・卒業要件達成状況

（総合学力試験・GPA）、歯科医師免許の取得状況から教育課程全体を通した学修成果の達

成状況を検証する。また、学年ごとの成績分布の状況から、各学年での科目全体を通じた

知識、技能、態度並びに創造的思考の獲得状況を学修成果として検証する。科目レベルに

おいては、シラバスで提示された授業科目の学修目標に対する評価、及び学生アンケート

等の結果から、科目ごとの学修成果の達成状況を検証する。 

① 評価の内容については、講義科目や演習科目では、知識とその応用力を評価する。実

習・実技科目では、技能、 態度、コミュニケーション能力等についても評価する。 

② 評価の方法および評価の基準については、知識とその応用力は筆記試験、口頭試問、

レポート提出等により、技能は実技試験等により、原則として、数値化して達成度を

評価する。その他の能力は実習現場評価で可能な限り数値化できる評価法を用いて達

成度を評価する。 

③ 臨床実習を行うことができる知識・技能・態度が備わっているか否かは、共用試験
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（CBT と OSCE）と科目試験、総合学力試験で判定する。 

④ GPA（Grade Point Average）による成績評価方法を導入し、学生個人および科目の達

成度の評価に利用する。 

⑤ 科目試験合否判定や進級あるいは卒業時の判定に用いる試験に加え、到達目標に至る

道程を明らかにするため、形成的評価を随時行う。 

⑥ 各学年次の個々の講義・演習・実習科目を 20％以上欠席した場合は、評価対象から外

す。 

⑦ 定期試験、総合学力試験、共用試験で、所定の到達目標に達しなかった場合は、再試

験を行うことがある。また科目試験、総合学力試験、共用試験を、正当な事由で受験

できなかった場合は、追試験を行うことがある。 

⑧ 進級・卒業の要件の詳細、各科目の合否基準の詳細は別に定めて年度当初に明示する。

試験の合否は期日を定めて学生に通知する。 
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3. 学生受け入れの方針 

 本学の建学の精神である「歯科医師たる前に人間たれ」を基本とし、人物・学力ともに

優秀で、将来、国民医療に貢献する歯科医療担当者としての能力・適性を充分に有する人

を本学が求めることを明示するために、本学の学生受け入れの方針を以下のように定める。 

① 医療人としての倫理観や高い人間性を、常に向上心をもって追求しようと努力してい

る人。 

② 歯科医学を学ぶための充分な資質と基礎学力を有している人。 

③ 口腔の健康管理を通し、国民の医療と福祉に貢献しようとする意欲がある人。 

④ 様々な問題に対して広い観点から考え、判断し、解決しようと努力できる人。 

⑤ 他者との協調を大切にし、主体性を持って多様な人々と協同することができる人。 

 

入学までに身につけておいてほしいこと 

 本学では建学の精神に則り、口腔の健康管理を通して国民医療に貢献するために、高度

な知識、技能だけでなく医療人としての倫理観や高い人間性、他者との協調性を兼ね備え

た歯科医療担当者の育成を目指しています。 

 本学に入学を希望する諸君はこのことを理解し、本学指定の受験科目だけでなく高等学

校で必修になっている科目を十分に学び、歯科医学を修得するための資質と基礎学力を身

につけてください。 

入学者選抜にあたっては、出願時の提出書類、学力試験・小テスト、小論文、面接によ

り、学力の３要素「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性を持って多様な人々

と協働して学ぶ態度」を総合的に評価します。  
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4. 求める教員像及び教員・教員組織の編成方針 

 本学は、「歯科医師たる前に人間たれ」との建学の精神に基づいて、大学の目的とミッシ

ョンステートメントを定め、これを実現するために、学位授与の方針、教育課程の編成・

実施方針および学生の受け入れ方針を定めて教育を実施している。 

 本学の教育・研究の質を一層向上させ、変化する時代に対応できる国民の求める人間性

豊かな歯科医療人を輩出するためには、教育・研究にあたる教員の資質と能力が極めて重

要であることから、本学の求める教員像を以下のように定める。 

 

 自主性と創造性に優れ、「学生中心の教育」、「科学と社会に貢献できる研究」および「患

者中心の歯科医療」を推進するための教育・研究・臨床能力を十分に有し、地域および国

際社会への貢献の意欲が高い人材を本学の求める教員像とする。 

 

 本学の求める教員像に則り、教員組織の編成方針を以下のように定める。 

① 教員組織は、本学の求める教員像に合致した教員を、文部科学省大学設置基準に基づ

き適切に配置する。 

② 本学の教育目的とミッションステートメントを着実に遂行するために、学位授与の方

針、教育課程の編成・実施方針および学生受け入れの方針などの各種方針を実現する

のに十分な教員組織を整備する。 

③ 科目担当教員の編成は、研究領域や教育・研究業績を踏まえつつ、女性教員や若手教

員などの充実にも配慮しながら、適切な教員体制を構築する。 

④ 個々の学生に応じた修学支援、生活支援、進路支援等に関する指導・助言を適切に行

うために、必要な教員を配置する。 
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⑤ 教員の募集・採用・昇任は、適切性・透明性を保つために、教育職員選任規程に従っ

て実施する。 

⑥ 教員の資質向上と教員組織の改善・向上のために、ファカルティ・ディベロップメン

ト（FD）活動を組織的かつ継続的に実施する。 

⑦ 教員と教員組織の適切性について継続的に点検し、必要な改善を実施する。 
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5. 学生支援の方針 

 本学は、「歯科医師たる前に人間たれ」との建学の精神に基づいて、大学の目的とミッシ

ョンステートメントを定め、これを実現するために、学位授与の方針、教育課程の編成・

実施方針および学生の受け入れ方針を定めて教育を実施している。 

 本学で学修する学生が、建学の精神と大学の目的のもと、充実した学生生活を送り、よ

り高い学修成果を得るために、本学の学生支援の方針を以下のように定める。 

 

 修学支援に関する方針 

① 学生が学修を円滑に進めていくことができるよう、教職員が連携して個々の学生の学

力に応じた修学支援に取り組む。 

② 学生が自ら意欲的に学修をすすめることができるよう、設備環境の整備に努める。 

③ 経済的に安定した学生生活を送るための支援として、奨学金制度や学費減免制度を充

実させる。 

④ 障害者を含め多様な学生に対する修学支援体制を整備する。 

 生活支援に関する方針 

① 学生の心身・健康管理に関する相談および支援体制を整備する。 

② ハラスメントの防止に向けた体制を実施する。 

③ 正課外活動に積極的に取り組むことができる支援体制を整備する。 

 進路支援に関する方針 

① 学生の多様な進路に対応するため、進路情報の収集ならびに進路先との連携を図り、

進路支援体制を強化する。 
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東京歯科大学 障がいのある学生支援に関する基本方針（案） 

Ⅰ．目的 

 本基本方針は、東京歯科大学における障がいのある学生に対する修学支援に関し基本と

なる事項を定め、障がいのある学生に対する支援推進に資することを目的とする。 

 

Ⅱ．基本方針 

1. 東京歯科大学として、学生の障がいの有無によって分け隔てることなく、相互に人格

と個性を尊重しあい、学修できる環境を整備し、機会の確保に努める。 

2. 障がいのある学生が自律的に社会で活躍する人材へと成長できるよう支援する。 

 

Ⅲ．合理的配慮の提供 

障がいのある学生から、現に社会的障壁の除去を必要としている旨の意思の表明があった

場合には、その実施に伴う負担が過重でないときは、当該学生の権利利益を侵害すること

とならないよう、社会的障壁の除去の実施について、合理的配慮の提供に努める。 

 

Ⅳ．学内理解促進 

東京歯科大学教職員が、障がいに対する理解を深め、障がいのある学生に対して適切に対

応できるよう理解促進に努める。 
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6. 教育研究等環境の整備方針 

 本学の建学の精神に基づいて定めた大学の目的とミッションステートメントをより高い

レベルで具現化するために、教育、研究および社会貢献の拠点としてふさわしい施設と設

備の充実を図り、学生や教職員にとって快適で利用しやすい教育研究環境を構築すること

を目的として、本学の教育研究等環境の整備方針を以下のように定める。 

① 施設、設備の整備・更新は、本学の中期計画を基本に、各年度の予算編成時に計画に

基づいて組み込む。中期計画は、教育研究環境や社会情勢の変化に対応した見直しを

常に行い、執行にあたってはその妥当性を厳密に検証するものとする。 

② キャンパスアメニティを充実し、学生の学修・生活環境の向上を図る。また、学生の

能動的な学習を推進するため、キャンパスの ICT 環境の充実を図る。 

③ 障害者を含め多様な学生や教職員が安心してキャンパスで過ごせるように、バリアフ

リー化を含めたキャンパス整備を実施する。 

④ 学内ネットワーク等の情報セキュリティを強化し、学内情報の管理を徹底する。 

⑤ 教員の教育研究環境の確保のため、研究費、研究室、研究時間、およびティーチン

グ・アシスタント（TA）やリサーチ・アシスタント（RA）などの確保策を継続して

実施するとともに、研究倫理の遵守や補助金を含む研究費の適正な執行を行うための

必要な研修と啓発活動を推進する。また、研究費の適正な執行と管理体制を整備す

る。 

⑥ 教育研究等環境の適切性について継続的に点検し、必要な改善を実施する。 
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7. 社会連携・社会貢献の方針 

 本学の建学の精神に基づいて定めた大学の目的とミッションステートメントを踏まえ、

本学で得られた教育研究成果を広く社会に還元するために、本学の社会連携・社会貢献の

方針を以下のように定める。 

① 医療・保健・福祉に係る地域の「知の拠点」として、地域の社会活動に参画し、地域

に広く開かれた大学を目指す。 

② 直面する医療・歯科医療の課題に対応するために、学外の教育研究機関や企業等と積

極的に連携しながら課題の解決に取り組む。 

③ 海外からの研究者や留学生を積極的に受け入れ、研究成果の国際的な発信および歯科

医学に関する最先端の知識と技能の国際的な提供を推進する。 

④ 社会連携と社会貢献の成果について継続的に点検し、必要な改善を実施する。 
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8. 大学運営の方針 

 本学の建学の精神に基づいて定めた大学の目的とミッションステートメントを達成する

ために、教学組織と事務組織それぞれの意思決定のプロセス、権限・責任ならびに大学運

営の在り方を明確にするとともに、教職員で共有することを目的として、本学の運営方針

を以下のように定める。 

 

① 法人組織にあっては、理事長が議長となり、法人の意思決定機関である理事会と評議

員会が適切に連携を取りながら、本学の寄附行為に基づき、本学中期計画を踏まえて、

公共性、継続性、健全性を配慮した施策運営を行い、法人組織の継続的な発展を図る。 

② 教学組織にあっては、本学の寄附行為に基づいて、学長、副学長、病院長および研究

科長を選任し、その権限と責任を明確にする。 

③ 教学組織の運営にあたっては、学長が議長となり、教授会が教育、研究、診療および

社会貢献に関する諸策を決定し、大学の目的とミッションステートメントの実現のた

めの諸活動を実施する。 

④ 法人と大学の運営に関する業務、教育研究活動の支援、その他大学運営に必要な事務

を円滑かつ効果的に行うために、適切な事務組織を設置し、法令遵守の下、効率的な

業務運営にあたる。 

⑤ 大学の発展を支える専門的な知識と技能、および高い業務遂行能力を備えた大学職員

を育成するため、必要な研修を継続的に実施するとともに、適正な人事評価に基づく

処遇改善等を通じて資質・能力・意欲の向上に努める。 

⑥ 適切かつ効果的な大学運営のために、教職員を対象としたスタッフ・ディベロップメ

ント（SD）活動を継続的に実施する。 
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⑦ 法人と大学との連携によって、継続的に中期計画を見直し、必要な改善を実施する。

予算編成にあたっては、中期計画をベースとしながら財政の健全性を維持し安定した

財政運営を図る。 

⑧ 大学運営の方針について継続的に点検し、必要な改善を実施する。 

 

 


